
アジアスポーツ柔術連盟(ASJJF)の
ご紹介
2023年1月

一般社団法人 アジアスポーツ柔術連盟
（ASJJF）



アジアスポーツ柔術連盟とは

2

団体名称 一般社団法人 アジアスポーツ柔術連盟（ASJJF）
設立年 2014年（前身：DUMAUとしては2003年より活動）
代表者 エヂソン篭原

活動内容

✓ スポーツ柔術国際連盟「SJJIF」を母体とする柔術連盟
✓ アジア各国における柔術大会の運営、及び柔術のプロ
モーションを実施

大会運営 柔術セミナー



アジアのスポーツ柔術連盟の関係
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✓ ASJJFはSJJIFを母体とするアジア地域の柔術連盟
✓ 日本のみでなくアジア各国（中国、韓国、インド、フィリピン、台湾、マレーシア、ベトナム、
シンガポール、）で大会運営や柔術の普及活動を実施

SJJIF／
Sport Jiu Jitsu International 
Federation
（拠点：ロサンゼルス）

ASJJF／
Asia Sport Jiu Jitsu Federation
（拠点：日本）

詳細次ページ

国際
連盟

各国連盟

地域連盟



大会開催実績・予定（2022年-2023年）
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2022年より大会開催を本格的に再開。2023年は完全再開の年となる
（但し、開催地域のコロナ規制の状況によっては、中止の可能性もあり）

開催地域 回数/年

一般大会

日本 17※
中国 3
フィリピン 1
インド 1

プロ大会
(ART) 日本 2

合計 24

開催地域 回数/年

一般
大会

日本 15-16
中国 15-20
フィリピン 9
インド 2
韓国 2

マレーシア 1-2
シンガポール 1-2
香港 1
マカオ 1
台湾 1

プロ大会
(ART) 日本 1-2

合計 49-58

2022年実績 2023年予定

※ 関東5、中部3(うち、1はアジアOpen)
関西2、中国2、九州3、沖縄2



大会開催実績：日本（2022年）

6

愛知 東京

九州 関東



大会開催実績：海外（2022年）
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フィリ
ピン

インド



ASJJF代表・エヂソン篭原のプロフィール
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略歴プロフィール

✓ 1971年 ブラジル・サンパウロ生まれの
日系ブラジル人

✓ 十代で来日し、出稼ぎ労働者として
数々の仕事をこなしながら、総合格闘
技を見てから柔術を趣味として始める。
現在、ブラジリアン柔術黒帯4段

✓ ドーギブランド「ドゥマウ」を立ち上げ、そ
の後に大会運営に携わるようになり日
本の柔術界の発展に大いに寄与

✓ 指導者としては国内外に多くの支部を
持ち、一大アソシエーションを築いた

✓ 現在は選手しては一線から退いている
が、現役時代はIBJJFとSJJIFの２つ
の連盟で世界王者になっている

1999年 ブラジリアン柔術を群馬県大泉の体育館で始める
2002年 柔術ブランド「DUMAU」を立ち上げ、柔術衣の販売を開始
2003年 DUMAU販売促進のための大会を初開催。好評を得て定期開催へ
2005年 DUMAU初のプロ大会”ドゥマウライト級GP”を下北沢で開催

2007年 黒帯をエギナルド・タバより取得

2012年 自身のジム「Over Limit BJJ」を埼玉県鴻巣で開始

2014年 ASJJFの会長に就任、アジア全域での柔術普及に携わる

2015年 フィリピンで大会を初開催、その後継続開催中

2016年 韓国、中国、タイで大会を初開催、その後継続開催中

2017年
黒帯三段を取得、独立したアソシエーション展開を始める

台湾で大会を初開催、その後継続開催中

2018年
ASJJFの日本組織であるSJJJFを立ち上げ、相談役に就任

インドで大会を初開催、その後継続開催中

2019年
中国で開催されたWPFG (ワールドポリス＆ファイアマンゲームズ)の
大会運営責任者として従事 ⇒ 詳細 次ページ
ベトナムで大会を初開催、その後継続開催の見込み

2020年 コロナショックで一時ほとんどの国で大会をストップも、中国で8月から
再開（日本・台湾は11月から）




